
自主防災訓練提案書
（レンタル備品一覧）
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自主防災訓練実施について・・・

なぜ防災訓練が必要なのか

日本は自然災害が多い国としても有名です。日本列島は台風を始めとした熱帯低気圧の通

り道になっており、2010年から2019年までの10年間での台風の発生数は平均25.2個、全

国への接近数は12.3個、そのうち1年あたり3.7個の台風が日本に上陸しています。

更に地震大国としても有名です。今後も、首都直下型地震や南海トラフ巨大地震のリスク

が指摘されており、地震・津波といった自然災害への備えは欠かせません。

このような自然災害を想定して、保存食や衣類、携帯トイレを始めとした防災用品・セッ

トの確保や、ハザードマップを活用した避難経路のチェックだけでなく、平時より防災訓

練を行い、迅速な行動がとれるよう防災意識を養う必要があります。総務省消防庁の調査

によると、平成29年度（2017年）に全国の市町村で8,814件（うち実働訓練は5,713件）、

都道府県単位では856件（うち実働訓練は428件）の防災訓練が実施されています。市民1

人ひとりが防災訓練へ定期的に参加することが、自然災害時の迅速な初動対応につながり

ます。
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自主防災訓練実施について・・・

防災訓練の目的

災害が発生した場合に適切な行動ができるよう、各年齢層の住民や事業所、防災

関係機関などとの連携を十分に図りながら、実践的な訓練を行うことが目的です。

更に訓練を通じて、周辺住民とのコミュニケーションが取れることが重要な目的

です。災害の規模が大きければ大きいほど、人命救助や消火などの緊急対策の需

要が増大するため、防災関係機関はすべての地域に手が回らない状況になります。

「自分だけは大丈夫」「自分たちの地域だけは大丈夫」と思っていると、実際に

災害が発生したときに、被害を拡大させてしまいます。普段からできないことは、

災害時に急にできるものではありません。このため、災害時に適切に行動できる

よう、実践的な訓練を行っておくことが重要です。

訓練の実施にあたっては、自主防災組織だけではなく、各年齢層の住民や事業所、

防災関係機関などとの連携を十分に図りながら行うことが重要です。
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〇防災訓練の種類は？
防災訓練には、初期消火訓練、救出・救護訓練、情報収集・伝達訓練、避難誘導訓
練、給食給水訓練、図上訓練などがあります。

◆ 初期消火訓練
火災が発生した場合にすぐに消火できるよう、消火器やバケツ、可搬ポンプを使用
した初期消火を実施できるようにするための訓練です。

◆ 救出・救護訓練
倒壊家屋などの下敷きになった人を救出する方法や、けが人の手当や搬送などの応
急救護を実施できるようにするための訓練です。

◆ 情報収集・伝達訓練

通信手段が途絶又は混乱する中で、必要な情報を収集し、また、防災関係機関等か
らの情報を地域住民に正しく伝達するための訓練です。

どんな防災訓練があるの？
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◆ 避難誘導訓練
突然災害が発生した場合でも速やかに安全な場所に避難できるようにするための訓
練です。

◆ 給食給水訓練
災害時において住民に円滑に救援物資や飲料水を配給するための訓練です。

◆ 避難所運営訓練
避難所生活での避難所での様々な活動を円滑に行うための訓練です。

◆ 図上訓練
防災点検マップを活用し、地域の防災について地域住民同士が考えていくための訓
練です。

地域の安全を守るため、自主防災組織が中心となって地域住民
や事業所等と一緒に、これらの訓練に取り組みましょう。
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当社がお勧めする防災訓練は、、、

１ 初期消火訓練
火災が発生した場合にすぐに消火できるよう、消火器やバケツを使用した初期消火
を実施できるようにするための訓練です。実際に訓練で使用するのは、当社で保有
している「水消火器」なので、安心・安全にご利用できます。

防災訓練をしよう！



消防訓練や防災訓練で使用する煙
体験ハウスです。火事に巻き込ま
れた際に慌てずに避難できる様、
日頃から訓練する事が大切です。
擬似のドライスモークは、安全性
の高い成分を使用しており、全国
の防災訓練等で活躍しています。
安心の日本国内生産品です。

煙は短時間でテント内に広がりますので、直に使用して頂けます。
煙が満たされるまで、SH-13（1間×3間）で約37秒程度、SH-14（1間×4間）で約49秒です。

煙体験ハウス
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２体験訓練
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３体験訓練Ⅱ

消防署の方に来ていただき、講習を
受けて、救命に必要な知識を体験し
ながら学んでもらいます。
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４防災訓練イベント

□防災運動会
一番の目的は、「防災」に対する意識を持ってもらうことですが、緊急対応時
を体感したり、対応力を強化する意味でも重要になることです。

種目としては、、、
○緊急担架リレー
棒にTシャツなどの上着を活用し、担架を作り人を運ぶリレー

○バケツリレー競走
名の通りバケツに水を入れて、アンカーが模擬炎に水をかける

○災害障害物競走
がれき等に見立てた障害物をよけたり乗り越えたりして競う

○防災借り物競走
災害時必要なるものを周囲にいる人などから調達して競う

○備蓄準備競走
災害時必要となる備蓄備品を時間内にどれだけ用意できるか競う
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千葉県九都県市防災訓練会場
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地域防災訓練設営実績
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避難所開設時に必要な備品

何が必要なの？

それらの備品をセットにしてレンタルすることができ、

さらに地域別の環境に応じた備品の提供も

対応できるのが当社の強みです。

災害が発生した時や発生する前に避難所の開設が実施されます。その時に何が必要

になるか考えてみました。近隣住民の方が多く非難されることが考えらる中、人員

確認として受付対応が必要になります。

指定避難所には、対応するものがないことから、受付用のテント・椅子やテーブル

感染症対策備品・簡易発電気・掲示板等初期対応として必要な備品が考えられます。



セット備品

13

３ｍ×６ｍテント

椅子
テーブル

消毒液スタンド（足踏み式）
非接触型体温計

ハンディサーモグラフィ

簡易発電機（ガスボンベ仕様）



１カーゴセット（避難所用） レンタル機材１覧

テント３ｍ×６ｍ（天幕：白） １張 テント３ｍ×６ｍ（天幕：白） ハンディサーモ

ウエイト（３０ｋｇ④、２０ｋｇ②） ６個 ウエイト３０ｋｇ 非接触型体温計

横幕（３ｍ、６ｍ） ２枚ずつ 横幕（３ｍ、６ｍ） 担架

会議用テーブル（４５０×１８００） ３台 会議用テーブル（４５０×１８００） 流水防護壁

イス（スチール） ４脚 イス（スチール） 傘立て

ガス発電機 ２台 冷暖房器具

照明（クリップライト） ４個 ガス発電機

配線（１０ｍ） ４本 配線（１０ｍ）

表示板（９００×１８００） １枚 照明（蛍光灯・クリップライト）

トラメガ ４台 重量コーン

救急箱 １式 コーンバー

備品（ガムテープ、紐等） １式 誘導等

非接触型体温計 ２台 トラメガ

ハンディサーモ １台

文具等備品（ペン類、テープ類、紐など） １式

14



15

セット備品お見積り
特別価格！

※注意
・オプション備品に関し
ては、別途提示させて
いただきます。

提示金額は通常の2泊3日の
料金になります。
今回1週間の期間ご利用
いただけるセットになって
おります。

合計金額 担当

大原

ｺｰﾄﾞ 数量 単位 単価 金額 備考

1 張 12,000 12,000 天幕：白

2 枚 1,200 2,400

2 枚 600 1,200

4 個 500 2,000

2 個 500 1,000

3 台 1,200 3,600

4 脚 300 1,200

4 個 1,000 4,000

2 台 10,500 21,000

4 本 700 2,800

2 台 2,000 4,000

1 台 2,500 2,500

4 台 2,000 8,000

1 式 2,500 2,500

1 式 3,000 3,000

1 式 10,000 10,000

2 回 20,000 40,000

1 式 -1,200 -1,200

小計 120,000

0.1 消費税（１０％） 12,000

ｺｰﾄﾞ 合計 132,000

搬入搬出運搬費

特別値引き

非接触型体温計

消毒液スタンド（足踏み式）

トランジスタメガホン（ハンド）

パネル　900×1800

文具セット

救急セット

デコラテーブル　450×1800

折りたたみイス（スチール）

クリップライト　白

ガス発電機

※取替えボンベはお客様にてご用意

延長コード　10ｍ

品名

3ｍ×6ｍクイックテント

横幕　6ｍ

横幕　3ｍ

ウエイト　30kg

ウエイト　20ｋｇ

¥132,000
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販売ツール備品Ⅰ
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販売ツール備品Ⅱ


